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栃木県川俣の「元服式」の意味
―「若衆組」とイニシエーションの観点から―

































































































































































































































































































































































































































































































































































NHK ２００２『ふるさとの祭りと芸能 第２２巻 組（集団）の四季』 NHKエンタープ
ライズ
栃木県教育委員会編 １９６７『栗山の民俗 栃木県民俗資料調査 報告書第２集』 栃木
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県教育委員会（復刻版：大島暁雄他編 １９９４『関東の民俗 日本民俗調査報告集成』
三一書房）
 NHK教育テレビで、１９９７年５月１１日に放映された。
 資料には次のような記述もある。「２０歳の時の徴兵検査が男子の成人の目安となっ
た部落もある。これに合格すると、赤飯を炊いて内祝いをし、入営の時は村中こぞ
って祝った。徴兵検査合格は村の成人づきあいの合格も意味していた（『民俗』p．９１
（１８９））。」また徴兵検査合格とは甲種合格のことで、これは身体頑健な健康優良青
年としていわば国家の認定を受けたものと感じ、当人は誇りに思ったことは、原田
の記述に示されている（原田：２７―４０）。
 川俣湖は川俣ダムの建設に伴ってできた人工湖である。本来の川俣部落はこの湖に
沈み、現在の川俣は移転により現在地にできた。映像で見る限り住宅は皆新しく大
きく、現代的な姿をしている。地区の公民館も立派なものが造られていて、祭りに
も活用されている。昔からある川俣温泉の他に新たにダムの近くに温泉が掘られ、
川俣湖温泉となり、ダム関係や各種民間企業も昔はなかった雇用を生みだし、地区
の暮しは大きく変わったようである。
 現在の新暦での祭りの日付であろうが、旧暦の時の祭りは次のようになっている。
旧暦七月の祭りは鎮守祭りという。川俣地区の鎮守は（土呂部地区と同じく）瀧尾
神社である。祭礼は２３日より始まる。川俣では２３日に瀧尾神社に獅子舞を奉納する。
瀧尾神社より大社であり、栗山村全域で信仰されている愛宕神社の祭礼も川俣では
この時期に行う。２４日愛宕神社、２５日墓参り、薬師様、二荒山、山の神などの祭礼
を行い、各々獅子舞を奉納する。４３歳になる若衆が、ブンダシ餅をごちそうになり
組を抜けるのもこの時である。（『民俗』p．９９―１０３（１９７―２０１）参照）本来獅子舞は
神社の境内で奉納するものであることが分る。
 愛宕神社の祭礼が行なわれる八月二一日の前の晩、オコモリ（お籠り）が行なわれ
る。愛宕山頂近くに祀られている今宮神社のご神体を三人の小若衆が麓のオカリヤ
（お仮屋）に迎え、神事後再び元に戻す行事との説明があるが、映像の日とは一致
しない。（『村誌』p．３８１―８３参照）
 儀礼の時の晴れ着には、正装というべきものと簡略化したものとが区別されている。
正装と簡略版はそれぞれ「男はナガジュバン、黒の紋付き着物、角帯、縞のハカマ、
紋付き羽織である。足袋は黒か白、履き物は下駄である。こうした正装は結婚式の
仲人や婿、葬式の施主などで、他には川俣の名付けの子分と親分、湯西川・湯殿山
神社の祭礼執行者の惣代長が着用している。正装より少し簡略化したハレの衣装は、
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図表８ 若者組の諸類型とその分布傾向
浴衣に紋付きの羽織、黒足袋、下駄といういでたちである。夏祭りの若衆や村役の
姿がこうしたものである（『村誌』p．１３８―３９）」とされている。
 注の「ブンダシ餅」参照。
 福田：２４９に次の図が示されている。
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